
「彩の国地鶏タマシャモ」と県オリジナル卵肉兼用鶏 

「タマシャモレッド」について 

 

●彩の国地鶏タマシャモ 

・タマシャモ原種は、大シャモ、大和軍鶏およびニューハンプシャーを交配し、1984 年

に完成しました。 

・1991 年から生産者に配布している肥育用鶏（銘柄名「彩の国地鶏タマシャモ」）は、 

原種とロードアイランドレッドの交配鶏（種鶏）に再度、原種を交配したものです。 

・シャモの特徴を色濃く反映したプリプリとした歯応えと濃厚なうま味が自慢です。 

 

●埼玉県オリジナル卵肉兼用鶏「タマシャモレッド」の開発 

・県内には独自の鶏種や飼育法にこだわった中小規模の採卵養鶏農家が多く存在して

おり、消費者が近い本県の優位性を活かし約８割の農家が直接販売を行っています。 

・これら特色ある中小規模採卵養鶏農家の収益性の向上を図るため、タマシャモをベ

ースに産卵能力に優れた県オリジナル

卵肉兼用鶏の開発に取り組みました。 

・タマシャモは産卵率と卵殻強度が低

く、一般的な採卵鶏ケージに入らない大

きさであるため、採卵鶏には向かない鶏

でした。 



・タマシャモに、高産卵性の鶏種ロードアイランドレッドを交配させることで、産卵

性や卵殻強度に優れた卵肉兼用鶏「タマシャモレッド」を作出しました。 

・タマシャモレッドの卵は、タマシャモ譲りで卵黄が大きく、濃厚なうま味が特徴で

す。 

・さらに採卵後の成鶏肉もタマシャモ譲りの高い肉質により付加価値を高めた販売が

期待できます。 


